


報告①　２０１２年　　3月議会　一般質問と答弁の概要





■広報における予算・決算のあり方を変えるべき！





Ｑ１





本市の予算・決算などの財政情報は主に広報いせはらで掲載されているが、果たして市民が読んでいるかどうか疑問である。読んだところで財政が良好なのか否かが不明だからだ。先進的な取り組みをしている自治体のように、説明責任に耐えうる内容に改善すべきと考える。見解を問う。





Ａ１





企画部長答弁





市民の皆様にわかりやすく情報提供するかには腐心している。これまで市のＨＰ等に掲載をするなど情報の透明化に努めている。実現へのハードルは高いが、積極的に対応に努めていく。





Ｑ２





関心をもってもらうためには市税、基金、市債などの市民一人当たりの額の経年的な変化と、近隣他市との比較データを掲載することが必要。取り組みは可能か？





再質問





紙面での掲載は情報量に比較して、制約が多いのが実状。ＨＰ等で情報強化を図っていく。





Ａ２





企画部長答弁





理解しやすい財政情報の提供というものは、必須であると考えます。市民自身が自分たちの納めた市民税等が、何に使われているのかを把握できないような現状はおかしいと思うからです。今回の問題提起によって、積極的に検討していくという答弁がありました。推移を見守りながら、実現を図っていきたいと思います。





今後

















報告②　皆様の声を市政へ





■今後の予定


◆下糟屋地区　全戸訪問（課題収集）


◆他地区　　　訪問　　（課題収集）


◆市政報告会の開催7月、10月、1月　


◆後援会主催　子ども対象のイベント開催


等々





皆様のお声をお寄せください。24時間「年中夢求」でお待ち致しております。











■一年間の主な実績


◆伊勢原駅北口　交通安全対策


・・消えかけていた道路路面表示の再塗を要望


◆下糟屋地区　　市道工事予算化の陳情


◆下糟屋地区　　消防団車庫待機室予算化の陳情


◆粟窪地区　　　交通安全対策


・・道路反射鏡や街頭設置の要望


◆白根地区　　　道路側溝の蓋修繕の要望





◆税金の使われ方がいったいどうなっているのか？


市民にとっても理解しやすいような広報の仕方の改善について質問しました。








